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【第 1 回臨時会（令和 8 年 5 月 8 日招集　会期 1 日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容

１．�工事請負契約等の締結に
ついて

令和 8年第 1回村議会定例会（3月 12 日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 1のとおり）

２．寄附の受納について 令和 8年 3月 1日から 3月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと応援寄附金　24 件　66 万 7 千円
◇令和 7年度　ふるさと応援寄附金　555 件　1,528 万 2 千円

■審議された議案等と審議結果

議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

承認第 1号 専決処分した事件の承認
を求めることについて

令和 8年度一般会計補正予算（第 1号）
人員不足により会計年度任用職員を急遽雇用するため
の増額補正の専決処分について審議しました。
（補正額）271 万 4 千円
（補正後予算総額）27 億 7,271 万円 4千円

原案承認

議案第 1号 西興部村税条例の一部を
改正する条例の制定につ
いて

地方税法の一部を改正する等の法律の施行に伴う、条
例の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 2号 西興部村国民健康保険税
条例の一部を改正する条
例の制定について

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の施行に
伴う、条例の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 3号 令和 8年度西興部村一般
会計補正予算案について

一般会計補正予算（第 2号）
劣化が見られた除雪車のタイヤ購入などの経費に係る
増額補正について審議しました。
（補正額）226 万円 6千円
（補正後予算総額）27 億 7,498 万円

原案可決

【第 2 回定例会（令和 8 年 6 月 5 日招集　会期 4 日間 ＊ 1 日間で議了）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容

１．�工事請負契約等の締結に
ついて

令和 8年第 1回村議会臨時会（5月 8日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 2のとおり）

２．寄附の受納について 令和 8年 4月 1日から 5月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと応援寄附金　27 件　57 万円

３．諸要望について 去る 5月 25 日、西紋別地区総合開発期成会において、オホーツク総合振興
局、網走開発建設部に対して次の事項を要望しました。
　①国道 239 号線天北峠の視距改良工事の早期完成について
　②主要道道遠軽雄武線（上藻地区）の整備促進について
　③道営草地畜産基盤整備事業（草地整備型）の推進について
　④中藻興部・興部線の携帯電話不感地帯における緊急通報体制の整備について
　⑤農地整備事業（通作条件整備）の推進について
�同じく 5月 25 日、高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会におい
て、網走開発建設部に対して次の事項を要望しました。
　○旭川・紋別自動車道の事業推進
　・「遠軽～上湧別道路」の整備促進について
　・「上湧別～紋別」間の調査促進について

議会通信
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■審議された議案等と審議結果

議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

報告第 1号 令和 7年度西興部村一般
会計繰越明許費繰越計算
書の報告について

下記の5事業について、繰越計算書の報告を受けました。
※（  ）は翌年度繰越額
①住民基本台帳システム改修事業（82 万 3 千円）
②札滑排水路更新工事（5,500 万円）
③�西興部村中小企業等ふるさと創造支援事業補助金
（130 万 4 千円）
④橋梁長寿命化補修調査設計業務委託（650 万円）
⑤�紋別地区消防組合負担金〔高規格救急車更新事業〕
（4,510 万円）

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

報告第 2号 令和 7年度西興部村下水
道事業会計予算繰越計算
書の報告について

下記の事業について、繰越計算書の報告を受けました。
※（  ）は翌年度繰越額
①�終末処理場管理棟非線形解析耐震診断委託業務
（3,459 万 5 千円）

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推
薦につき意見を求めるこ
とについて

前委員が 3月 31 日で退任したことから、その後任とし
て、下記の者を委員として推薦することに適任として
答申しました。
大貫　浩　氏

原案適任

同意第 1号
～

同意第７号

西興部村農業委員会委員
の任命につき同意を求め
ることについて

現委員が 7月 19 日で任期満了となるため、下記の者を
委員に任命することに同意しました。
徳川　晃祐 氏（再任）
岩越　正剛 氏（再任）
萩原　拓也 氏（再任）
江川　敏弘 氏（再任）
小笠原和也 氏（再任）
仙田　宜裕 氏（新任）
我妻　孝治 氏（再任）

原案可決

同意第 8号 西興部村固定資産評価審
査委員会委員の選任につ
き同意を求めることにつ
いて

現委員の島田博文氏が 6月 24 日で任期満了となるた
め、引き続き委員に選任することに同意しました。

原案同意

議案第 1号 工事請負契約の締結につ
いて

去る 6月 3日に指名競争入札を実施した、「中興橋上部
工撤去工事」について、条例で定める金額を超えるこ
とから、下記の内容について審議しました。
（契約の目的）中興橋上部工撤去工事
（契約の方法）指名競争入札方式による落札
（契約の金額）8,481 万円　　
（契約の相手側）美田・郡経常建設共同企業体
〔代表会社〕
紋別郡西興部村字西興部 43 番地
代表取締役社長　美田　大輔

原案可決

議案第 2号 工事請負契約の締結につ
いて

去る 6月 3日に指名競争入札を実施した、「西興部忍路
子線道路改良工事」について、条例で定める金額を超
えることから、下記の内容について審議しました。
（契約の目的）西興部忍路子線道路改良工事
（契約の方法）指名競争入札方式による落札
（契約の金額）5,291 万円　　
（契約の相手側）  
紋別郡西興部村字西興部 43 番地
美田建設工業株式会社
代表取締役社長　美田　大輔

原案可決
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

議案第 3号 工事請負契約の締結につ
いて

去る 6月 3日に指名競争入札を実施した、「森林基幹道
札滑ウエンシリ線法面改良工事」について、条例で定
める金額を超えることから、下記の内容について審議
しました。
（契約の目的）森林基幹道札滑ウエンシリ線法面改良工事
（契約の方法）指名競争入札方式による落札
（契約の金額）5,324 万円
（契約の相手側）   　
紋別郡西興部村字西興部 78 番地
株式会社　大西組
代表取締役　大西　恵司

原案可決

議案第 4号 令和 8年度西興部村一般
会計補正予算案について

一般会計補正予算（第 3号）
音声告知放送システム用の機器更新や公営企業会計に
対する繰出金などの経費に係る増額補正について審議
しました。
（補正額）540 万 2 千円
（補正後予算総額）27 億 8,038 万円 2千円

原案可決

議案第 5号 令和 8年度西興部村介護
保険特別会計補正予算案
について

介護保険特別会計補正予算（第 1号）
介護報酬改定等システム改修などの経費に係る増額補
正について審議しました。
（補正額）162 万 9 千円
（補正後予算総額）1億 4,477 万 9 千円

原案可決

議案第 6号 令和 8年度西興部村簡易
水道事業補正予算案につ
いて

簡易水道事業会計補正予算（第 1号）
収益的収入及び支出における固定資産除却費、資本
的収入及び支出における西興部配水池浄水検水ポ
ンプ取替工事に係る経費の増額補正について審議
しました。
【収益的収入及び支出】
（補正額）17 万円
（補正後予算総額）7,065 万 1 千円
【資本的支出】
（補正額）17 万 4 千円
（補正後予算総額）5,716 万円 6千円

原案可決

議案第 7号 令和 8年度西興部村下水
道事業補正予算案につい
て

下水道事業会計補正予算（第 1号）
収益的収入及び支出における固定資産除却費、資本的
収入及び支出における工具器具及び備品購入に係る経
費の増額補正と企業債に係る利率の変更について審議
しました。
【収益的収入及び支出】
（補正額）16 万円
（補正後予算総額）9,980 万 6 千円
【資本的支出】
（補正額）88 万 6 千円
（補正後予算総額）8,135 万 9 千円
【企業債の補正】
起債の利率を 3.00％以内から 5.00％以内に変更

原案可決

発議第 1号 ゼロカーボン北海道の実
現に資する森林・林業・
木材産業施策の充実・強
化を求める意見書につい
て

北海道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷
の少ない循環型社会を形成するための、活力ある森林
づくりや道産木材の利用、ゼロカーボン北海道の実現
に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を図る
ことを国に求める意見書について議会として提案しま
した。
（提出者）吉水　一男 議員
（賛成者）河田　　宙 議員

原案可決
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別表1　工事請負契約等の締結について
入 札 等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R8.4.1 西 興 部 村 下 水 道 終 末
処 理 場 維 持 管 理 業 務

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R8.4.1 R9.3.31 15,708,000 16,940,000

R8.4.1 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
所 維 持 管 理 委 託 業 務

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R8.4.1 R9.3.31 1,452,000 1,573,000

R8.4.1 総 合 行 政 情 報 シ ス テ ム
利 用 及 び 保 守 委 託 業 務

㈱ コ ン ピ ュ ー タ
・ ビ ジ ネ ス R8.4.1 R9.3.31 31,298,520 31,298,520

R8.4.1 し 尿 収 集 運 搬 業 務 委 託 ㈱ 三 和 建 設 R8.4.1 R9.3.31 2,183,500 2,186,800
R8.4.8 村 道 一 般 補 修 工 事 ㈱ 大 西 組 R8.4.8 R8.8.31 3,113,000 3,201,000
R8.4.8 河 川 一 般 維 持 工 事 ㈱ 郡 土 木 R8.4.8 R8.8.31 3,278,000 3,355,000

R8.4.8 活 性 化 セ ン タ ー リ ム
施 設 改 修 工 事 天 内 工 業 ㈱ R8.4.13 R8.10.30 7,150,000 7,315,000

R8.4.8 老人福祉センター床改修工事 ㈱ 大 西 組 R8.4.8 R8.7.31 3,608,000 3,707,000
R8.4.10 仮設式吹溜柵　補修部材購入 大 商 産 業 ㈱ R8.4.10 R8.11.30 2,766,500 2,766,500

R8.4.10 子 ど も の 居 場 所
づ く り 事 業 業 務 委 託

（一社）集落自立化
支 援 セ ン タ ー R8.4.10 R9.3.31 7,860,000 7,860,000

R8.4.15 合 併 浄 化 槽 清 掃 委 託 業 務 ㈱ 三 和 建 設 R8.4.15 R8.6.30 1,133,000 1,138,610

R8.4.20 西興部村高齢者保健福祉計画・第10
期介護保険事業計画策定業務委託

㈱ サ ー ベ イ リ サ ー チ
センター北海道事務所 R8.4.20 R9.3.31 3,498,000 3,498,000

R8.4.20 公 住 屋 根 ・ 内 装 改 修 工 事 伊 藤 板 金 店 R8.4.21 R8.9.25 1,496,000 1,518,000

R8.4.21 第5期西興部村総合計画（後期
基 本 計 画 ）策 定 等 支 援 業 務

（一社）集落自立化
支 援 セ ン タ ー R8.4.21 R9.3.31 1,488,300 1,488,300

R8.4.23 道 路 路 面 整 正 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R8.4.23 R8.8.31 4,334,000 4,466,000
R8.4.23 林 道 路 面 整 正 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R8.4.23 R8.8.31 1,760,000 1,826,000
R8.4.23 公 住 車 庫 改 修 工 事 ㈱ 郡 土 木 R8.4.27 R8.9.25 5,335,000 5,412,000
R8.4.23 防 災 用 テ ン ト ㈱ 北 都 測 器 R8.4.23 R8.8.28 1,562,000 2,046,000
R8.4.23 西 小 電 子 黒 板 購 入 ㈱ 小 柳 中 央 堂 R8.4.23 R8.6.30 2,321,000 2,689,500
R8.4.23 西 中 電 子 黒 板 購 入 ㈱ 小 柳 中 央 堂 R8.4.23 R8.6.30 1,782,000 2,043,800
R8.4.23 村 道 維 持 舗 装 工 事 ㈱ 大 西 組 R8.4.23 R8.9.10 1,265,000 1,298,000

R8.4.23 道 路 施 設 維 持 工 事 ㈱ 郡 土 木 R8.4.23 R8.8.31 1,870,000 1,936,000

別表2　工事請負契約等の締結について
入 札 等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R8.5.12 人材確保SNS広告配信委託業務 ㈱北映Northern Films R8.5.12 R9.1.29 2,500,000 2,500,000
R8.5.13 除 雪 車 ス パ イ ク タ イ ヤ 購 入 ㈱桑辺自動車整備工場 R8.5.13 R8.10.30 1,980,000 1,980,000
R8.5.19 道 路 施 設 草 刈 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R8.5.19 R8.8.31 2,200,000 2,277,000

R8.5.19 林 道 ガ ー ド ケ ー ブ ル
等 草 刈 委 託 業 務 ㈱ 郡 土 木 R8.5.19 R8.8.31 1,760,000 1,848,000

R8.5.19 公 営 住 宅 長 寿 命 化 改 築
更 新 計 画 策 定 業 務 委 託

㈱ ズ コ ー シ ャ
網 走 支 店 R8.5.19 R9.3.19 7,469,000 7,986,000

R8.5.19 公 共 施 設 等 個 別 施 設
計 画 策 定 業 務 委 託

㈱ ズ コ ー シ ャ
網 走 支 店 R8.5.19 R9.3.19 12,067,000 12,887,600

R8.5.19 公 住 壁 面 防 水 工 事 美 田 建 設 工 業 ㈱ R8.5.19 R8.9.25 3,223,000 3,300,000
R8.5.19 Ｉ Ｔ 夢 館 屋 上 防 水 改 修 工 事 美 田 建 設 工 業 ㈱ R8.5.19 R8.9.25 1,199,000 1,221,000
R8.5.19 公 住 点 検 梯 子 交 換 工 事 島 田 電 気 ㈱ R8.5.19 R8.8.28 1,320,000 1,331,000
R8.5.19 電 解 質 分 析 装 置 購 入 ㈱ ム ト ウ 遠 紋 支 店 R8.5.19 R8.7.17 2,695,000 2,904,000
R8.5.22 レ ー ザ ー 加 工 機 購 入 ㈱ 北 都 測 器 R8.5.22 R8.10.30 2,530,000 2,561,900

R8.6.3 下 水 道 終 末 処 理 場 水 処 理 棟
非線形解析耐震診断委託業務

㈱ 日 水 コ ン
北 海 道 支 所 R8.6.3 R9.2.22 20,570,000 21,945,000

R8.6.3 西 興 部 村 特 定 環 境 保 全 公 共
下水道事業計画変更委託業務

㈱ 日 水 コ ン
北 海 道 支 所 R8.6.3 R9.2.22 4,400,000 4,719,000



広報にしおこっぺ （6）

■
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

令
和
８
年
４
月
分
か
ら
令
和
９
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
７
、
９
２
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た

だ
く
よ
う
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

（
※
）
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
住

民
生
活
課
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶

者
及
び
世
帯
主
で
す
。

■
カ
メ
ム
シ
駆
除
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す

村
で
は
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ

り
、
事
業
者
等
に
駆
除
を
委
託
し
た
村

民
に
対
し
、
そ
の
駆
除
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
者
（
両
方
に
該
当
す
る
方
）

村
内
に
住
所
の
あ
る
村
民
の
方

�

カ
メ
ム
シ
の
駆
除
を
事
業
者
等
に
委

託
し
て
行
っ
た
方

◦
対
象
費
用

�

カ
メ
ム
シ
防
除
対
策
と
し
て
事
業
者

等
へ
支
払
っ
た
金
額

◦
助
成
額
（
上
限
３
万
円
）

総
費
用
の
１
／
２
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◦
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
環
境
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
「
全
村
一
斉

清
掃
週
間
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
事
業
「
全
村
一
斉
清
掃
週
間
」
実

施
期
間
中
に
各
町
内
・
地
区
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
街
頭
清
掃
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
き
れ
い
な
村
が
維
持
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
も
、
村
民
の
皆
さ
ま
方
の

活
動
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
に

つ
い
て

国
土
利
用
計
画
法
に
規
定
す
る
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合

は
、
譲
受
人
（
権
利
取
得
者
）
は
土
地

の
利
用
目
的
及
び
取
引
価
格
等
を
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

◦
市
街
化
区
域
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◦�

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域

内
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◦�

都
市
計
画
区
域
外
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上

◇
届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者

　
　
　
　
　
　
（
買
主
等
）

◇
届
出
期
限　

�
契
約
締
結
か
ら
２
週
間

以
内

※�

提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届

出
書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

◇
提
出
書
類

【
必
須
書
類
】

◦
土
地
売
買
等
届
出
書

◦
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

◦�

土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か

に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
程
度
の
図
面

◦�

土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺

５
百
分
の
１
か
ら
２
千
分
の
１
程
度

の
図
面

【
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
】

◦�

実
測
図　

土
地
の
面
積
の
実
測
の
方

法
を
示
し
た
図
書

◦�

事
業
計
画
書　

土
地
の
利
用
目
的
に

係
る
事
業
計
画
書
又
は
事
業
概
要
書

◦�

委
任
状　

　

�

代
理
人
が
届
出
を
す
る
場
合
の
委
任

状
（
代
理
人
の
場
合
は
必
須
）

◦�

別
紙
共
有
者
一
覧

　

�

土
地
の
譲
受
人
及
び
譲
渡
人
が
複
数

に
な
る
場
合
提
出

◦
別
紙
筆
一
覧

　

�

土
地
売
買
等
届
出
書
に
全
て
の
筆
を

記
載
で
き
な
い
場
合
提
出

◦
別
紙
海
外
居
住
者

　

�

譲
受
人
の
住
所
が
国
外
の
場
合
、
国
内

の
連
絡
先
を
記
載
し
た
別
紙
を
提
出

◦
そ
の
他

　

�

審
査
の
た
め
に
必
要
な
書
類
（
土
地

の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
等
）

※�

土
地
売
買
等
届
出
書
及
び
委
任
状
等

の
様
式
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
お
り
ま
す
。

◇
届
出
部
数　

各
１
部
（
添
付
書
類
含
む
）

◇
届
出
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
西
興
部
村
の
窓
口
に
直
接
提
出

◦
郵
送
で
西
興
部
村
に
提
出

◦
電
子
メ
ー
ル
で
西
興
部
村
に
提
出

Ｅ
メ
ー
ル

ni.kikaku@
vill.nishiokoppe.lg.jp

◇
罰
則　

届
出
が
必
要
な
場
合
で
、
届

出
を
し
な
か
っ
た
時
は
、
６
か
月
以
下

の
拘
禁
刑
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
総
務
課
企
画
係

電　

話　

８
７
︱
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

８
７
︱
２
７
７
７

Ｅ
メ
ー
ル　

ni.kikaku@
vill.nishiokoppe.lg.jp

■
令
和
７
年
度
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

状
況
の
公
表

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

公
表
制
度
は
閲
覧
制
度
の
透
明
性
を

高
め
、
不
正
な
閲
覧
や
目
的
外
使
用
・

第
三
者
へ
の
提
供
な
ど
を
抑
止
す
る
た

め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
申
請
者  

　

①
防
衛
省

　

②
ｒ
ｅ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
株
式
会
社

　
　
（
委
託
者
：
北
海
道
）

◇
請
求
事
由
の
概
要

　

①�

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生

徒
に
関
す
る
募
集
事
務
の
た
め

　

②�

「
令
和
７
年
度
道
民
意
識
調
査
」

に
伴
う
対
象
者
抽
出
の
た
め

◇
閲
覧
年
月
日

　

①
令
和
７
年
４
月
24
日

　

②
令
和
７
年
８
月
28
日

◇
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ
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①�

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

　

②�
七
重
地
区
に
住
む
満
18
歳
以
上
の
男
女

■
令
和
７
年
度
自
衛
官
募
集
事
務
に
係

る
対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

当
村
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
自
衛
隊

に
対
し
募
集
対
象
者
情
報
の
紙
媒
体
に
よ

る
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
か
ら

対
象
情
報
の
提
供
依
頼
が
あ
り
令
和
７
年

度
に
提
供
し
た
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
提
供
年
月
日　

令
和
７
年
４
月
24
日

◇
提
供
に
係
る
住
民
の
範
囲

◦�

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

◦�

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

〈�

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望
さ
れ

な
い
方
へ
の
対
応
〉

本
件
は
法
令
に
違
反
す
る
情
報
提
供

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
情
報
提
供
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
役
場
住
民
生

活
課
戸
籍
係
に
申
し
出
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
自
衛
隊
に
提
供
す
る
名
簿

か
ら
削
除
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
募
集
の
対
象
者
情
報
は
既

に
自
衛
隊
へ
提
出
済
み
の
た
め
、
情
報
提

供
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
の
申
し
出
は
令

和
９
年
度
募
集
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

〈�

令
和
９
年
度
自
衛
官
募
集
の
提
供
に

係
る
住
民
の
範
囲
〉

◦�

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

◦�

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

■
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
！

免
許
を
受
け
て
い
な
い
無
線
局
の
電

波
（
不
法
電
波
）
は
、
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な

ど
、
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ

け
で
な
く
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防

災
、
交
通
な
ど
、
人
命
や
財
産
に
か
か

わ
る
重
要
な
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局
で
は

電
波
を
監
視
し
、
正
し
い
電
波
環
境
の

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局

電
話
（
０
１
１
）
７
３
７
︱
０
０
９
９

電
話
受
付
時
間　

８
：
30
～
12
：
00
、

13
：
00
～
17
：
00
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
海
上
保
安
大
学
校　

学
生
採
用
試
験

◇
受
付
期
間

８
月
20
日
㈭
～
９
月
７
日
㈪

◇
第
一
次
試
験

10
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰
札
幌
市
、
函

館
市
、
小
樽
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市

※
第
二
次
試
験
は
小
樽
市
の
み

※
道
内
の
み
抜
粋

◇
採
用
時
期　

令
和
９
年
４
月

◇
採
用
さ
れ
る
と　

採
用
と
同
時
に
国
家
公
務
員
の
身
分

と
な
り
、
給
与
（
月
額
約
20
万
円
）・
賞

与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
験
料
、
入
学

金
、
授
業
料
、
寄
付
金
等
は
不
要
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
０
１
１
８

受
験
要
綱
・
出
題
例
・
申

込
み
等
・
詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
海
上
保
安
学
校　

学
生
採
用
試
験

◇
受
付
期
間

７
月
10
日
㈮
～
７
月
23
日
㈭

◇
第
一
次
試
験

９
月
27
日
㈰
札
幌
市
、
函
館
市
、
小

樽
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市

※
第
二
次
試
験
は
小
樽
市
の
み

※
道
内
の
み
抜
粋

◇
採
用
時
期　

令
和
９
年
４
月

◇
採
用
さ
れ
る
と

採
用
と
同
時
に
国
家
公
務
員
の
身
分

と
な
り
、
給
与
（
月
額
約
20
万
円
）・
賞

与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
験
料
、
入
学

金
、
授
業
料
、
寄
付
金
等
は
不
要
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
０
１
１
８

　

受
験
要
綱
・
出
題
例
・
申

込
み
等
・
詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
自
衛
官
等
採
用

【
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
生

�

（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
】

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望　
「
一
般
曹
候
補
生
」

は
「
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自

衛
官
）
と
は
違
い
非
任
期
制
の
採
用
制

度
で
す
。
こ
の
た
め
、
自
衛
官
と
し
て

長
く
活
躍
し
た
い
と
い
う
方
に
ぴ
っ
た

り
の
制
度
で
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
に
は

一
般
的
な
想
像
さ
れ
が
ち
な
戦
闘
職
種

だ
け
で
な
く
、
後
方
支
援
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
や
働
き
方
が
存
在
し
、
個

人
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
を
描
く
事
が

可
能
で
す
。
自
衛
隊
で
は
、
衣
食
住
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

こ
と
で
、
あ
な
た
の
「
働
き
た
い
」
の

想
い
を
全
力
で
支
え
ま
す
。

◇
受
付
期
間

７
月
１
日
㈬
～
９
月
１
日
㈫

◇
試
験
日

９
月
16
日
㈬
～
９
月
27
日
㈰
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

【
募
集
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

�

（
任
期
制
自
衛
管
】

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望　

陸
上
自
衛
官
は
２

年
、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
３
年
を
１

任
期
と
し
て
勤
務
す
る
任
期
制
隊
員
で

す
。
入
隊
と
同
時
に
２
等
陸
・
海
・
空

士
に
任
命
さ
れ
、
教
育
隊
で
の
教
育
を

経
て
、
各
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
希

望
者
は
、
選
考
に
よ
り
継
続
任
務
も
可

能
で
、
さ
ら
に
曹
・
幹
部
へ
進
む
道
も

ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。（
陸
海
空
自
衛

官
と
も
に
２
期
目
以
降
は
２
年
毎
に
任

期
が
更
新
さ
れ
ま
す
。）

◇
受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
試
験
日　

毎
月
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
種
目　

予
備
自
衛
官
補
】

◇
資
格　

一
般
公
募　

自
衛
官
未
経
験

者
（
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１
年
未

満
の
者
も
含
む
）
18
歳
以
上
52
歳
未
満

◇
将
来
の
展
望　

一
般
の
社
会
人
や
学

生
と
い
っ
た
自
衛
官
未
経
験
者
が
、
所

定
の
教
育
訓
練
を
修
了
後
に
「
予
備
自

衛
官
」
と
な
る
制
度
で
す
。
予
備
自
衛

官
は
、
普
段
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従

事
し
な
が
ら
予
備
自
衛
官
と
し
て
必
要

な
知
識
・
技
能
を
維
持
す
る
た
め
定
期

的
に
訓
練
を
受
け
、
有
事
の
際
に
は
自

衛
官
と
な
っ
て
後
方
の
警
備
や
後
方
支

援
、
又
は
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

５
月
23
日
㈯
～
９
月
10
日
㈭

◇
試
験
日

９
月
12
日
㈯
～
10
月
４
日
㈰

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
）

◇
お
問
合
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

紋
別
地
域
事
務
所
（
募
集
担
当
）
辻
山

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
６
９
６

【
総
務
省
よ
り
】

【
国
土
交
通
省
よ
り
】

【
そ
の
他
】



広報にしおこっぺ （8）

令和 7年で開村 100 周年を迎えた西興部村。

記念すべきこの年に行われた

様々なイベントや催しを振り返ります。

例年、8月最終の日曜日に開催している「むら興しまつり」。
42 回目を迎えたこの年は、開村 100 周年を記念して規模を拡大。復活した“ウエンシリ太鼓”の演奏のほか、
恒例の「きこり競争」や第 2回 Drink-Bang-Bang-Born 大会などが行われました。メインは、シンガーソングラ
イターの半崎美子さんによるライブステージ。その透き通った歌声が、800 名を超える来場者を魅了しました。

HTB のキャラクター onちゃんや元日本ハム
ファイターズの杉谷拳士さんを迎えて、森林公
園を会場にゴールデンウィークイベントを開催。
4/29 ～ 5/5 の期間中には村内外から総勢 1,200
名が来場して盛り上がりました。

西興部村 開村100周年

100 周年記念100 周年記念

　   　   第 42 回むら興しまつり第 42 回むら興しまつり８月

２０２５２０２５
　　森林公園  GW イベント森林公園  GW イベント５月



広報にしおこっぺ（9）

10/19、開村 100 周年記念式典が、ホテル森夢プラムホールにて執り行われました。長年、本村に貢献された個
人 4名の方、２つの団体に対して、功労者表彰が行われ、菊池博 村長から感謝が述べられました。また、この日
のために作成された記念映像が、ピアノとフルートの生演奏とともに上映され、ご来場された 178 名の方々とと
もに、本村の 100 年の歩みを振り返りました。式典の最後には、
小学生、中学生１名ずつが「未来への
メッセージ」を読み上げ、本村がこれ
からも未来に向けて続いていくことを、
力強く宣言しました。

2/14 ～ 15 の 2 日間、村の魅力 PR のため、西
條士別店誕生祭に参加。お互いに 100 周年を迎
えた㈱サクラクレパスのクレパスとコラボして
作られたオリジナルの「セトウシくんクレパス」
を使った塗り絵体験には、たくさんの子どもた
ちが訪れてくれました。

平成 17 年に個人や団体によって手紙、写真
などが収められたタイムカプセル。西興部森
林公園に埋められたそのタイムカプセルを、
20 年の時を経て開封するセレモニーが行われ
ました。当日は、「20 年後の人口予想」の結
果発表も行い、見事、20 年後の村の人口、
937 人を 1名が当てられました。

西興部村 100 周年記念式典西興部村 100 周年記念式典10月

２０２６２０２６
　　士別　西條でのイベント士別　西條でのイベント２月

タイムカプセル開封＆タイムカプセル開封＆
　20 年後の人口予想 正解者発表　20 年後の人口予想 正解者発表９月



広報にしおこっぺ （10）

　中山間地域等直接支払制度は平成 12年度から始まり、農業生産条件が不利な地域において適切
な生産活動が継続的に行われるよう国及び地方公共団体が支援し、耕作放棄地の未然防止、適正な
農地の維持、生産条件の改善を図る制度です。
　令和 7年度からは第 6期対策（令和 7～ 11 年度）として、関係者が一丸となって地域の農業
が将来にわたり継続されるよう各種取り組みが実施されています。

令和７年度交付金使途の内訳………………………………………………
　Ⅰ 西興部集落協定（農業者：10戸・生産組織：2団体・農業生産法人：4法人）
　　①　交付金総額	 	 	 １１, ９４３千円
　　②　農業者への配分	 	 	 　６, １６９千円（交付額の 1/2 以上）
　　③　共同取り組み活動への配分	 　５, ３６８千円
　　④　次年度繰越金	 	 	 　　   ４０６千円（次年度共同取り組み分として）
　　　　【③共同取り組み活動の内訳】

項　　　目 取り組み内容 金　　額
集落の管理体制経費 役員報酬 １, ０００千円
農用地等保全体制整備 農用地等保全マップ修正経費 ４５０千円
農業生産継続活動 土壌改良剤共同購入・散布 ３, ７７８千円
そ の 他 土地システム利用料　他 １４０千円

合　　計 ５, ３６８千円

　Ⅱ オホーツクはまなす広域連携育成牧場集落（札滑公共牧場関係）
　　①　交付金総額	 	 	 ５，８７６千円
　　②　共同取り組み活動への配分	 　　３１１千円	
　　③　次年度繰越金	 	 	 ５，５６５千円（次年度以降の水道施設補修分として）
　　　　【②共同取り組み活動の内訳】

項　　　目 取り組み内容 金　　額
集落の管理体制費 役員報酬、事務人件費 １３９千円
施設の補修 水道施設補修 １５９千円
そ の 他 土地データー情報使用料 １３千円

合　　計 ３１１千円

中山間地域直接支払交付金
事業の取り組み実績令和７年度
地域の農業を守り育てる

令和８年度赤十字運動（募金活動）のお礼
　村民の皆さまには、赤十字運動にご理解とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　今年度も 5月の赤十字運動月間にあわせた募金運動で、148,000 円の募金をいただきまして、
誠にありがとうございました。
　皆さまからの募金は、人道・博愛・平和の理念を基盤に世界の国々と手を結び、人類の幸せ
と世界の平和のため、国内はもとより国際的な救済活動や血液事業等に使われております。
　このたびの温かいご協力に対しまして、心からお礼申し上げます。

� 日赤西興部村分区長（西興部村長）　菊 池　　博



広報にしおこっぺ（11）

　
気
付
か
な
い
う
ち
に
進
む 

　

糖
尿
病

気
温
が
高
く
な
り
、
冷
た
い
ジ

ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が

美
味
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
水
分

補
給
は
大
切
で
す
が
、
糖
分
の
多

い
飲
み
物
を
飲
み
過
ぎ
る
と
、
血

糖
値
が
上
が
り
や
す
く
な
り
、
糖

尿
病
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
糖
尿
病
は
日
本
で
も
多
く

の
方
が
か
か
っ
て
い
る
身
近
な
病

気
で
す
。
今
回
は
、
糖
尿
病
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

【
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
】

糖
尿
病
と
は
、
血
液
中
の
糖
分

（
血
糖
）
が
高
い
状
態
が
続
く
病

気
で
す
。
日
本
人
に
多
い
２
型
糖

尿
病
は
、
遺
伝
や
体
質
に
加
え
、

食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活

習
慣
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
健
診
で
初
め
て
気
付
く
方
も

少
な
く
な
く
、
ま
た
、
健
診
の
結

果
を
み
て
も
「
少
し
高
い
だ
け
だ

か
ら
」
と
放
置
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

進
行
す
る
と
、
の
ど
の
乾
き
、

排
尿
回
数
の
増
加
、
体
重
減
少
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
血
糖
値
が
高
い

状
態
が
長
く
続
く
と
、
腎
臓
や

目
、
神
経
な
ど
に
障
害
が
起
き
た

り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の

病
気
に
繋
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
甘
い
飲
み
物
に
は
要
注
意
！
】

清
涼
飲
料
水
や
甘
い
コ
ー
ヒ
ー

飲
料
に
は
多
く
の
糖
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
日
常
的
に

飲
み
過
ぎ
る
と
、
血
糖
値
が
急
激

に
上
昇
し
、
身
体
に
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

市
販
の
飲
み
物
５
０
０
㎖
あ
た

り
の
糖
分
量
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
コ
ー
ラ
系
飲
料
：
約
56
ｇ

　
（
角
砂
糖　

約
14
個
）

○
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
：
約
31
ｇ

（
角
砂
糖　

約
８
個
）

○
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
：
約
25
ｇ

　
（
角
砂
糖　

約
５
個
）

暑
い
季
節
に
は
汗
が
出
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で
水
分

補
給
を
す
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
だ
け
で

な
く
、
水
や
お
茶
も
飲
み
、
糖
分

を
摂
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
予
防
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
】

○
健
診
結
果
を
確
認
す
る
。

健
診
受
診
後
は
結
果
を
確
認

し
、
健
康
状
態
の
把
握
、
改
善
に

繋
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
血
糖

値
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
高
め
と
言
わ

れ
た
場
合
は
生
活
習
慣
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。
精
密
検
査
が
必
要
な

方
は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
生
活
を
見
直
す
。

食
べ
過
ぎ
や
間
食
の
摂
り
す
ぎ

は
避
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
身
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
く
る

運
動
や
筋
ト
レ
は
血
糖
値
を
下

げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
、
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
運
動
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。
９
月
に
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

教
室
を
開
催
予
定
で
す
の
で
、
運

動
習
慣
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り
　

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

　

暑
く
て
も
元
気
な
子
ど
も
達
で
す

が
、
外
で
遊
ぶ
と
き
は
、
必
ず
帽
子
を

着
用
し
て
、
強
い
日
差
し
を
避
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
た
、
食
欲
が
落
ち
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
水
分
補
給
と
適
度
な
塩
分
を

補
充
し
な
が
ら
、
熱
中
症
対
策
を
心
が

け
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
夏
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な

活
動
と
し
て
、

〇
遊
び
の
広
場
（
毎
週
火
曜
日
）

【
季
節
の
製
作
】

・
七
夕
飾
り
作
り
…
…

　

画
用
紙
や
カ
ラ
ー
用
紙
を
使
い
、
短
冊

に
願
い
を
込
め
て
製
作
し
ま
せ
ん
か
？

　

織
姫
や
彦
星
、
天
の
川
な
ど
も
作
っ

て
、
お
部
屋
に
飾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
に
じ
み
絵
遊
び
…
…

　

普
段
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
和
紙
や
障

子
紙
な
ど
に
マ
ジ
ッ
ク
で
色
を
付
け
、

霧
吹
き
で
『
シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
』
す
る

と
、
あ
ら
不
思
議
！
色
が
広
が
っ
て
綺

麗
な
模
様
が
で
き
ま
す
よ
。

【
お
散
歩
・
水
遊
び
】

　

セ
ン
タ
ー
近
く
の
森
林
公
園
や
、
周

辺
を
お
散
歩
し
ま
す
。
夏
の
虫
や
山
の

木
々
の
変
化
も
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

暑
い
日
は
、
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
を
出

し
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
水
遊
び
を
し
ま
す

よ
。
濡
れ
て
も
良
い
服
装
や
水
遊
び
用

お
む
つ
、
身
体
を
拭
く
タ
オ
ル
、
着
替

え
な
ど
の
用
意
も
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ほ
っ
と
広
場
（
毎
週
水
曜
日
）

【
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
】

　

保
健
師
主
催
の
企
画
や
助
産
師
に
よ

る
心
と
体
の
ケ
ア
、
育
児
・
産
前
産
後

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

【
お
茶
会
】

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ

り
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

し
ま
せ
ん
か
？ 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・
年
末
・

　
　

年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
福
祉
課�

℡
８
７
―
２
１
１
４

　
　
つ
く
し
保
育
所�

℡
８
７
―
２
５
４
２
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こ
ん
に
ち
は
！

こ
れ
が
、
７
月
末
に
ア
ラ
ス
カ
へ
戻
る
前

の
、
私
に
と
っ
て
最
後
の
記
事
に
な
り
ま
す
。

こ
の
２
年
間
は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
こ

こ
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
私
の
人
生
の
中
で

も
大
切
な
節
目
と
な
る
出
来
事
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
、
自
分
自
身
も
、
自
分
の
活

動
も
、
少
し
ず
つ
終
わ
り
へ
向
か
っ
て
い
る

の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
も
頭
に

浮
か
ぶ
の
は
、「
も
う
一
度
…
…
も
う
一
度

だ
け
…
…
」
と
い
う
思
い
で
す
。

春
の
桜
を
も
う
一
度
見
る
こ
と
。

滝
上
の
芝
ざ
く
ら
の
丘
を
も
う
一
度
訪
れ

る
こ
と
。

稚
内
の
北
の
海
岸
で
ガ
ラ
ス
浮
き
を
探
す

こ
と
。

こ
の
２
年
間
の
暮
ら
し
の
中
で
見
つ
け
た

素
晴
ら
し
い
も
の
や
体
験
を
、
も
う
一
度
味

わ
う
こ
と
。

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か

け
て
、
ア
ラ
ス
カ
州
ジ
ュ
ノ
ー
か

ら
友
人
の
リ
ン
ダ
が
遊
び
に
来
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
私
は
た
く
さ

ん
の
「
も
う
一
度
」
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
ン
ダ
の

12
日
間
の
滞
在
中
、
リ
ン
ダ
と
ベ

ン
、
そ
し
て
私
は
北
海
道
を
巡
る

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
場

所
を
す
べ
て
彼
女
に
案
内
し
ま
し

た
。旅

の
始
ま
り
は
、
函
館
・
松

前
・
森
町
の
桜
を
見
る
た
め
の
４

日
間
の
ド
ラ
イ
ブ
で
し
た
。
今
年

は
す
べ
て
の
花
の
開
花
が
約
２
週

間
早
か
っ
た
た
め
、
５
月
３
日
に

訪
れ
た
五
稜
郭
公
園
の
桜
は
す
っ

か
り
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
森

町
や
松
前
で
は
ま
だ
美
し
い
ピ
ン
ク
色
の
景

色
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
リ
ン
ダ

は
、
花
が
な
く
て
も
、
復
元
さ
れ
た
歴
史
あ

る
五
稜
郭
の
要
塞
を
と
て
も
興
味
深
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。

美
瑛
で
は
雨
の
中
、
青
い
池
を
訪
れ
、
青

い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。
１
月

の
雪
の
中
で
訪
れ
た
時
よ
り
も
、
池
は
ず
っ

と
青
く
見
え
ま
し
た
。
遅
れ
て
移
動
し
て
い

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

有
珠
山
で
は
、
片
側
に
海
、
も
う
片
側
に

活
火
山
の
火
口
、
さ
ら
に
洞
爺
湖
ま
で
見

渡
せ
る
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
去
年
訪
れ
た
時
は
完
全
に
曇
っ
て
い
ま
し

た
）。
ま
た
別
の
日
に
は
、
硫
黄
の
噴
気
を

上
げ
る
硫
黄
山
の
噴
気
孔
を
見
た
り
、
深
い

「
摩
周
ブ
ル
ー
」
で
有
名
な
摩
周
湖
の
鮮
や

か
で
透
明
な
湖
面
を
眺
め
た
り
し
ま
し
た
。

阿
寒
湖
で
は
半
島
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
泥

が
ボ
コ
ボ
コ
と
湧
く
「
ボ
ッ
ケ
」
を
通
り
過

ぎ
、
最
後
は
阿
寒
湖
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
の
ア
イ

ヌ
料
理
店
で
、
山
菜
料
理
と
鹿
肉
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
食
べ
て
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

春
先
の
４
月
初
旬
に
は
、
ベ
ン
と
私
は
サ

ロ
マ
湖
近
く
の
常
呂
遺
跡
の
歴
史
考
古
資
料

館
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
住
居
跡
や
土
器
、

遺
物
な
ど
、
中
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
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ド
と
同
じ
く
ら
い
古
い
も
の
も
あ
り
、

私
は
本
当
に
驚
き
、
と
て
も
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
も
う
一
度
」

リ
ン
ダ
を
連
れ
て
再
訪
し
ま
し
た
。

小
樽
で
は
、
去
年
見
学
し
た
浅
原
硝

子
製
造
所
を
リ
ン
ダ
と
訪
れ
ま
し
た
。

浅
原
硝
子
は
１
９
０
３
年
か
ら
営
業
し

て
お
り
、
北
海
道
で
見
つ
か
る
多
く
の

ガ
ラ
ス
浮
き
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ン
ダ
と
私
は
ガ
ラ
ス
吹
き
体
験
に
参

加
し
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
体

験
で
し
た
！ 

私
は
グ
ラ
ス
を
作
り
、

リ
ン
ダ
は
ガ
ラ
ス
浮
き
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
実
際
の
制
作
は
ほ
と
ん
ど
職
人
さ

ん
が
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
吹

き
に
は
長
年
の
修
練
と
高
い
技
術
が
必

要
で
す
。
そ
れ
で
も
、
溶
け
た
ガ
ラ
ス

に
パ
イ
プ
で
息
を
吹
き
込
ん
だ
り
、
ト

ン
グ
で
形
を
整
え
た
り
し
て
、
自
分
た

ち
も
作
品
づ
く
り
に
参
加
し
た
気
持
ち

に
な
れ
ま
し
た
。
日
本
で
の
思
い
出
と

し
て
、
な
ん
て
素
敵
な
お
土
産
で
し
ょ

う
！も

ち
ろ
ん
、
ベ
ン
と
私
は
西
興
部
村

の
魅
力
も
リ
ン
ダ
に
紹
介
し
ま
し
た
。

リ
ン
ダ
は
道
の
駅
「
花
夢
」
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
を
と
て
も
気
に
入
り
、「
木

夢
」
で
は
美
し
い
木
工
品
や
お
も
ち
ゃ

に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

私
た
ち
は
北
海
道
中
で
美
味
し
い
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。

今
年
の
春
は
花
の
開
花
が
早
く
、
桜

を
ち
ょ
う
ど
見
頃
で
見
る
の
は
難
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
芝
ざ

く
ら
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
リ
ン
ダ
に
と

っ
て
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
り
ま
し

た
。
滝
上
の
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
丘

一
面
の
芝
ざ
く
ら
は
、
あ
ま
り
の
鮮
や

か
さ
に
目
が
痛
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

ま
た
、
湧
別
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
、
リ
ン
ダ
が
帰
る
前
に

満
開
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
こ
ち
ら
も
開
花
が
早

く
、
彼
女
は
70
万
本
以
上
も
の
、
考
え

ら
れ
る
限
り
あ
ら
ゆ
る
色
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
畑
（
青
以
外
！ 

な
ぜ
青
い
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
な
い
の
で
し
ょ
う
？
）
に

圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

リ
ン
ダ
が
ア
ラ
ス
カ
へ
帰
る
前
、
最

後
の
遠
出
は
大
雪
山
層
雲
峡
・
黒
岳
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
風

が
強
す
ぎ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
運
休
で

し
た
が
、
滝
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
ち

ょ
う
ど
良
い
温
度
の
露
天
温
泉
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

リ
ン
ダ
は
５
月
12
日
、
北
海
道
で
の

体
験
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で
ア

ラ
ス
カ
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
私
は
自
分
自
身
の
ア
ラ

ス
カ
帰
郷
に
つ
い
て
、
悲
し
さ
と
楽
し

み
の
両
方
を
抱
え
な
が
ら
、
全
力
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ベ
ン
と
私
は
７

月
21
日
に
ア
ラ
ス
カ
へ
戻
り
ま
す
。
私

は
ジ
ュ
ノ
ー
で
は
な
く
、
自
分
が
育

ち
、
子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
、
そ
し
て

日
本
に
い
な
い
時
の
ベ
ン
が
暮
ら
し
て

い
る
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
へ
戻
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

私
は
８
年
前
に
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
か

ら
ジ
ュ
ノ
ー
へ
移
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ア

バ
ン
ク
ス
は
、
気
候
も
街
の
雰
囲
気
も

ジ
ュ
ノ
ー
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

も
っ
と
大
き
く
、
も
っ
と
荒
々
し
く
、

洗
練
さ
れ
て
い
な
い
感
じ
が
あ

り
ま
す
。
夏
は
暑
く
、
冬
は
非

常
に
寒
く
（
マ
イ
ナ
ス
45
度
に

も
な
り
ま
す
）、
長
い
冬
が
続

き
ま
す
。
12
月
の
真
冬
に
は
日

照
時
間
が
わ
ず
か
２
時
間
ほ
ど

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
に

は
ま
っ
た
く
暗
く
な
り
ま
せ

ん
！ 

戻
る
こ
と
は
私
に
と
っ

て
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
寒
さ

だ
け
は
少
し
憂
う
つ
で
す
。

し
か
し
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
へ

戻
る
こ
と
に
は
嬉
し
い
特
典
も

あ
り
ま
す
。
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス

は
冬
に
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
名
所

と
し
て
有
名
で
す
。
昔
の
友
人

や
子
ど
も
の
頃
に
過
ご
し
た
場

所
と
も
再
会
で
き
ま
す
。
再
び

自
分
の
教
室
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
楽

し
み
で
す
。
し
か
も
、
孫
た
ち
２
人
が

通
う
学
校
で
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
孫
た
ち
の
成
長
を
見
守
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
会

い
た
か
っ
た
の
で
す
。

私
は
北
海
道
で
の
一
生
分
と
も
思
え

る
体
験
を
、
こ
の
と
て
も
濃
密
な
２
年

間
の
思
い
出
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

出
会
っ
た
素
晴
ら
し
い
人
々
と
の
幸
せ

な
記
憶
、
そ
し
て
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
い
っ

ぱ
い
の
ガ
ラ
ス
浮
き
も
一
緒
に
。

も
う
一
度
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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人のうごき
（6月 30日現在）

〔3月 31日対比〕

人　　口	 　　９３６人	（＋ 4人）
　 男 	 ４８０人	（＋ 2人）
　 女 	 ４５６人	（＋ 2人）
世 帯 数	 ６３１戸	（＋ 2戸）

こ
の
度
、
西
興
部
消
防
団
副
団
長
菅
生
和
幸
氏
が
令
和
８
年
３
月
４
日
付
け

で
、
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
さ
れ
、
去
る
４
月
23
日
に
菊
池
村

長
よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
生
和
幸
氏
は
昭
和
62
年
５
月
に
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
38
年
の
長
き
に

わ
た
り
幾
多
の
災
害
活
動
や
火
災
予
防
に
尽
力
し
て
お
り
、
平
成
29
年
８
月
消

防
副
団
長
に
就
任
さ
れ
、
消
防
団
員
の
技
術
向
上
、
消
防
施
設
の
整
備
、
防
火

思
想
の
普
及
と
地
域
住
民
の
安
全
安
心
に
尽
力
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
功
績
は
顕
著
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

～
草
取
り
・
水
ま
き
に
も
ご
協
力
を
願
い
ま
す
～

第
31
回
を
迎
え
た
「
我
が
村
は
美
し
く
事
業
」
は
、
６
月
13
日
に
行
わ

れ
、
多
く
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
、
事
業
所
、
村
外
の
関
係

機
関
な
ど
か
ら
総
勢
３
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
上
興
部
・
西
興
部
両
市
街
地
に
村
の
イ
メ
ー

ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
約
５
、
０
０
０
株
の
植
え

付
け
の
他
、
国
道
沿
い
の
イ
タ
ド
リ
や
雑
木
の
除
去
作
業
な
ど
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

秋
ま
で
き
れ
い
な
花
が
楽
し
め
る
よ
う
、
草
取
り
や

水
ま
き
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

菅
生
和
幸

菅
生
和
幸  

氏氏

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
授
与

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
授
与

第第
3131
回回  

我
が
村
は
美
し
く
事
業

我
が
村
は
美
し
く
事
業

��

６
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６
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日
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